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広報委員
の一言

　日々の予定は Google カレンダーに入れている。
仕事のスケジュールも、忘れてはいけない用事や
タスクも、いまやデジタルなしではどうにもなら
ない。それなのに、私の机のまわりには手帳やノー
トが何冊もある。数えてみると、五冊。どうやら
デジタル化が進むほど、紙から離れられなくなっ
ているらしい。
　母艦は「糸井重里氏監修のほぼ日手帳」である。
手帳好きには人気が高い。私の使い方は、その日
の自分の行動を細かく書く。いつ、どこで、誰と
会った、何をした。一日の航海日誌に近い。あと
から読み返すと、何でもない一日の中に、案外い
ろいろなことが起きている。人生をずっと高いと
ころから眺めていると見えない、小さな出来事の
連続。これはいわば、自分の人生を「虫の目」で
眺める手帳だろう。
　二冊目は「ほぼ日手帳の５年手帳」。こちらは
少し違う。その日に何をしたかより、何を感じ、
何を考えたかを書く。同じ日付の欄に五年分が並
ぶので、一年前、二年前の自分が何を考えていた
のかが自然に目に入る。「あの頃はこんなことで
悩んでいたのか」と苦笑したり、「この考えは今
も変わっていないな」と妙に安心したりする。こ
ちらは人生を少し高いところから眺める「鳥の目」
である。
　三冊目は日本ノートのケンブリッジノート。ほ
ぼ日より大判のリングノート。旅の想い出、ゴル
フの記録、家族との出来事などを書き留める。出
先のマップ、スコアカード、シールにした写真な
ども貼り付ける。なので、ノート自体は跡形もな
く太る（厚くなる）。そして、数年後に見返すと
感慨深くなる。
　四冊目は、レストランとショップのノート（HININE 

NOTE オーダーメイドのノート）である。地元
でも旅先でも、気に入った店があるとショップ
カードを一枚もらって帰る。いや、二枚か、、、表
と裏を見なければいけないこともあるから、それ
をノートに貼り、その日誰と一緒だったのか、何
を食べたのか、どんな話をしたのかを書きとめる。
時には下手な絵も添える。不思議なもので、店の
名前だけでは思い出せなかった一日が、一枚の
カードから突然よみがえる。料理の味、一緒にい
た人、そのとき交わした言葉などなど。そして、
最近、このノートづくりに新兵器が加わった。
Canon の小さなフォトプリンター、SELPHY で
ある。スマートフォンで撮った写真を２～３セン
チ角で小さく印刷でき、しかもシールになる。こ
れが実に楽しい。旅先の料理、皆の笑顔を家に帰っ
て印刷する。ショップカードの横に貼る。そして、
その日のことを少し書く。たったそれだけなのだ
が、ノートが急に生き生きとしてきた。考えてみ
れば、私は「手帳をつける」のが好きなのではな
いのかもしれない。手帳を「つくる」のが好きな
のだ。
　デジタルは未来を管理するのが得意である。明
日の予定を知らせ、忘れそうな仕事を教えてくれ
る。一方、紙の手帳は、過ぎてしまった時間を手
元に残してくれる。虫の目で今日を記録し、鳥の
目で人生を眺め、旅や本から拾ったものを挟み込
み、おいしかった料理と誰かとの会話を貼りつけ
ていく。そうしているうちに、ただ過ぎていった
はずの時間が、少しずつ自分だけの形を持ちはじ
める。さて、五冊あると書いたのに、まだ四冊し
か紹介していない。五冊目については――またの
機会に。

（佐藤　雄一郎　記）
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